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第13回新株予約権
発行決議日 2020年９月４日
新株予約権の数 457個
新株予約権の目的となる
株式の種類と数 45,700株（新株予約権１個につき普通株式100株）

新株予約権の払込金額 無償
新株予約権の行使価額 １個当たり45,000円（１株当たり450円）

権利行使期間 2022年９月５日または株式公開日後１年10ヶ月が経過した日のいずれか遅い日から2030年
８月31日まで

新株予約権の主な行使条件

新株予約権者に、以下のいずれかの該当事由がある場合、新株予約権を行使できないものとす
る。
ア．新株予約権者が当社、当社の子会社若しくは関連会社の役員、従業員又は顧問のいずれか

の地位をも喪失した場合。
イ．新株予約権者が補助開始、保佐開始又は後見開始の審判を受けた場合。
ウ．新株予約権者が破産手続の開始の決定を受けた場合。
エ．新株予約権者が当社と競合関係にある会社の役員、従業員、顧問又はコンサルタントに就

いた場合。但し、当社の取締役会の決議において事前に承認された場合はこの限りではな
い。

オ．新株予約権者が法令若しくは当社の社内規程等に違反し、又は当社に対する背信行為があ
った場合。

カ．新株予約権者が、新株予約権者と当社との間で締結する新株予約権割当契約の規定に違反
した場合。

役員の保有状況（注）
取締役（社外取締役を除く）

新株予約権の数 200個　目的となる株式数 20,000株　保有者数 １名

新株予約権等の状況
１. 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付した新株予約権の状況

（注）上記のうち、取締役１名が保有している新株予約権は、使用人として在籍中に付与されたものです。

２. 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

－ 1 －



第16回新株予約権
発行決議日 2021年11月29日
新株予約権の数 1,033個
新株予約権の目的となる
株式の種類と数 103,300株（新株予約権１個につき普通株式100株）

新株予約権の払込金額 １個当たり320円
新株予約権の行使価額 １個当たり13,000円（１株当たり130円）
権利行使期間 2021年12月17日から2031年12月16日まで

新株予約権の主な行使条件

① 新株予約権者は、本新株予約権の割当日から行使期間の満了日までにおいて次に掲げる事由
のいずれかが生じた場合には、残存するすべての本新株予約権を行使することができないも
のとする。

(a) 130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を対価とする当社普通株式の発行等が行われたとき（但し、払込金額が会
社法第199条第３項・同第200条第２項に定める「特に有利な金額である場合」及び普通株
式の株価とは異なると認められる価格である場合並びに当該株式の発行等が株主割当てによ
る場合等を除く。）。

(b) 130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を行使価額とする新株予約権の発行が行われたとき（但し、当該行使価額
が当該新株予約権の発行時点における当社普通株式の株価と異なる価格に設定されて発行さ
れた場合を除く。）。

(c) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの金融商品取引所にも上場さ
れていない場合、130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整さ
れるものとする）を下回る価格を対価とする売買その他の取引が行われたとき（但し、当該
取引時点における株価よりも著しく低いと認められる価格で取引が行われた場合を除
く。）。

(d) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれかの金融商品取引所に上場さ
れた場合、上場日以降、当該金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の終値が130
円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとする）を下
回る価格となったとき。

② 新株予約権者は、2022年８月期乃至2026年８月期における損益計算書に記載される売上
高
を観察し、５事業年度のうち、一度でも1,500百万円を達成した場合に権利行使が可能となる。

③ 新株予約権者は、以下の(a)から(b)に掲げる割合の個数を限度として、新株予約権の一部又
は全部を行使することができる。なお累計行使可能株式数が１株の整数倍でない場合は、１
株の整数倍に切り捨てた数とする。

(a) いずれかの証券取引所に上場した株式公開日の半年後から株式公開日の１年後の前日まで
は、権利を付与された株式数の２分の１について権利を行使することができる。

(b) いずれかの証券取引所に上場した株式公開日の１年後以降は、権利を付与された株式数の
すべてについて権利を行使することができる。上記各期間における累計行使可能株式数は、
それ以前の期間に既に行使した部分も含むものとする。

④ 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又は当社関係会社の取締役、監
査役又は従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当
な理由があると取締役会が認めた場合は、この限りではない。

⑤ 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
⑥ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数

を超過することとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
⑦ 各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

役員の保有状況（注）
取締役（社外取締役を除く）

新株予約権の数 1,033個　目的となる株式数 103,300株　保有者数 ４名

３. その他新株予約権の状況

（注）上記のうち、取締役２名が保有している新株予約権は、使用人として在籍中に付与されたものです。
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第18回新株予約権
発行決議日 2021年11月29日
新株予約権の数 70個
新株予約権の目的となる
株式の種類と数 7,000株（新株予約権１個につき普通株式100株）

新株予約権の払込金額 １個当たり330円
新株予約権の行使価額 １個当たり13,000円（１株当たり130円）
権利行使期間 2021年12月17日から2031年12月16日まで

新株予約権の主な行使条件

① 新株予約権者は、本新株予約権の割当日から行使期間の満了日までにおいて次に掲げる事由
のいずれかが生じた場合には、残存するすべての本新株予約権を行使することができないも
のとする。

(a) 130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を対価とする当社普通株式の発行等が行われたとき（但し、払込金額が会
社法第199条第３項・同第200条第２項に定める「特に有利な金額である場合」及び普通株
式の株価とは異なると認められる価格である場合並びに当該株式の発行等が株主割当てによ
る場合等を除く。）。

(b) 130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を行使価額とする新株予約権の発行が行われたとき（但し、当該行使価額
が当該新株予約権の発行時点における当社普通株式の株価と異なる価格に設定されて発行さ
れた場合を除く。）。

(c) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの金融商品取引所にも上場さ
れていない場合、130円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整さ
れるものとする）を下回る価格を対価とする売買その他の取引が行われたとき（但し、当該
取引時点における株価よりも著しく低いと認められる価格で取引が行われた場合を除
く。）。

(d) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれかの金融商品取引所に上場さ
れた場合、上場日以降、当該金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の終値が130
円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとする）を下
回る価格となったとき。

② 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
③ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数

を超過することとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
④ 各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

役員の保有状況
社外取締役 新株予約権の数 30個　目的となる株式数 3,000株　保有者数 １名
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第20回新株予約権
発行決議日 2022年３月29日
新株予約権の数 1,550個
新株予約権の目的となる
株式の種類と数 155,000株（新株予約権１個につき普通株式100株）

新株予約権の払込金額 １個当たり500円
新株予約権の行使価額 １個当たり21,000円（１株当たり210円）
権利行使期間 2022年４月12日から2032年３月31日まで

新株予約権の主な行使条件

① 新株予約権者は、本新株予約権の割当日から行使期間の満了日までにおいて次に掲げる事由
のいずれかが生じた場合には、残存するすべての本新株予約権を行使することができないも
のとする。

(a) 210円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を対価とする当社普通株式の発行等が行われたとき（但し、払込金額が会
社法第199条第３項・同第200条第２項に定める「特に有利な金額である場合」及び普通株
式の株価とは異なると認められる価格である場合並びに当該株式の発行等が株主割当てによ
る場合等を除く。）。

(b) 210円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとす
る）を下回る価格を行使価額とする新株予約権の発行が行われたとき（但し、当該行使価額
が当該新株予約権の発行時点における当社普通株式の株価と異なる価格に設定されて発行さ
れた場合を除く。）。

(c) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの金融商品取引所にも上場さ
れていない場合、210円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整さ
れるものとする）を下回る価格を対価とする売買その他の取引が行われたとき（但し、当該
取引時点における株価よりも著しく低いと認められる価格で取引が行われた場合を除
く。）。

(d) 本新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれかの金融商品取引所に上場さ
れた場合、上場日以降、当該金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の終値が210
円（但し、発行要項において定められた行使価額同様に適切に調整されるものとする）を下
回る価格となったとき。

② 新株予約権者は、以下の（a）から（b）に掲げる割合の個数を限度として、本新株予約権
の一部または全部を行使することができる。なお、累計行使可能株式数が１株の整数倍でな
い場合は、１株の整数倍に切り捨てた数とする。

(a) いずれかの金融商品取引所に上場した株式公開日の半年後から株式公開日の１年後の前日
までは、権利を付与された株式数の２分の１について権利を行使することができる。

(b) いずれかの金融商品取引所に上場した株式公開日の１年後以降は、権利を付与された株式
数の全てについて権利を行使することができる。上記各期間における累計行使可能株式数
は、それ以前の期間に既に行使した部分も含むものとする。

③ 新株予約権者は、本新株予約権を取得後、行使する時まで継続して、当社または当社の関係
会社の取締役、監査役または従業員もしくは顧問、業務委託契約先等の社外協力者であるこ
とを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会
が認めた場合は、この限りではない。

④ 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
⑤ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数

を超過することとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
⑥ 各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

役員の保有状況
取締役（社外取締役を除く）

新株予約権の数 1,550個　目的となる株式数 155,000株　保有者数 ３名
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報酬等の額（千円）
公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬等の額 28,500
当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 28,500

会計監査人の状況
１. 会計監査人の名称
　EY新日本有限責任監査法人

２. 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の
額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれら
の合計額を記載しております。

２．当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の職
務執行状況や監査計画の内容等を確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同
意を行っております。

３. 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

４. 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、
株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監
査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役
は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いた
します。

５. 責任限定契約の内容の概要
　当社と会計監査人は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責
任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条
第１項に定める最低責任限度額としております。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
１. 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

　当社は、取締役会において「内部統制システム構築の基本方針」を定め、業務の適正を確保する
ための体制作りと管理体制のより一層の整備を図ることとしております。当該基本方針で定めた体
制及び事項は以下のとおりであります。

(１) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・コンプライアンス基本方針を定め、すべての取締役及び使用人が職務の執行にあたって法令・定

款等を遵守することを徹底する。
・法令違反行為を早期に発見、是正するため、これらの行為を発見した場合に会社へ情報提供する

ための内部通報体制を構築する。
・取締役会は、法令、定款及び社内諸規程に基づき、経営に関する重要事項を決定するとともに、

取締役の職務執行を監督する。
・職務執行が法令、定款及び社内諸規程に適合することを確保するため、内部監査を実施する。
・健全な会社経営のため、「反社会的勢力排除規程」に基づき、反社会的勢力とは関わりを持たな

い体制を構築する。

(２) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・取締役の職務の執行に係る情報については、法令及び文書管理規程に基づき適切に保存する。
・取締役及び監査役が当該書類を閲覧できる体制を整備する。

(３) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・当社の組織横断的なリスクについては、「コンプライアンス・リスク管理規程」を定め、同規程

に基づくリスク管理体制を構築する。
・取締役会、経営会議等において、業務執行に関わる重要な情報の共有を行い、リスクの早期発見

と未然防止に努める。
・危機発生時には、対策本部を設置し社内等への適切な情報伝達と危機に対して適切且つ迅速な対

応を行う。

(４) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・取締役会は原則として毎月１回開催する他、機動的に意思決定を行うため、臨時取締役会を開催

するものとし、適切な職務執行が行える体制を確保する。
・「職務権限規程」、「業務分掌規程」、「稟議規程」に基づき、適切に権限の委譲を行い、付与され

た権限に基づき適正かつ効率的な職務の執行が行われる体制を構築する。
・取締役会において事業計画を定め、会社として達成すべき目標を明確化し、取締役会及び経営会

議において達成状況を確認・検証し、その対策を立案・実行する。

(５) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事
項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する監査役の指示の実効
性の確保に関する事項

・監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査役を補助すべき使用人を配
置する。

・当該使用人の監査補助業務については監査役会の指揮命令に従うものとする。
・当該使用人の人事考課、異動等については監査役会の同意を受けた上で決定する。
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(６) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への報告に関する体制、並び
に当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

・取締役及び使用人は、法令に違反する事実、会社に著しい損害を与えるおそれのある事実を発見
したときは、監査役に対して当該事実に関する事項を速やかに報告する。

・取締役及び使用人は、監査役の求めに応じて会社の業務執行状況を報告及び必要な情報提供を行
う。

・報告を行った者が、監査役への報告を行ったことを理由として、不利な取扱いを受けないことを
確保するための体制を整備する。

(７) 監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項、その他監査役
の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・監査役がその職務の執行にあたり生じた費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、当該監査
役の職務の執行に必要でないと認められる場合を除き、当社は速やかに当該費用又は債務を処理
する。

・監査役は代表取締役と定期的に会合を持ち、監査上の重要課題について情報・意見交換を行う。
・監査役は必要に応じて、重要な社内会議に出席することができる体制を整備する。
・監査役は会計監査人と定期的に会合を持ち、情報・意見交換を行うとともに、必要に応じて会計

監査人に報告を求めることができる体制を整備する。

２. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。

(１) 全般
　「内部統制システム構築の基本方針」に基づき、取締役会等の重要会議体の運営、組織体制の整
備、コンプライアンスの遵守、リスク管理、監査役監査の実効性の確保等について、取り組んでお
ります。また、内部統制システムについて、必要に応じて社内規程や業務の見直しを行い、その実
効性を向上させております。

(２) コンプライアンス体制
　当社は、コンプライアンス意識の浸透のため、役職員に対し定期的なコンプライアンス研修を実
施しております。また、問題の未然防止・早期発見を図るため、内部通報窓口を社内及び社外（弁
護士法人）に設置しております。

(３) 取締役の職務執行
　取締役会は原則として毎月１回開催し、取締役及び監査役出席のもと、報告及び議案の決議を行
うとともに、取締役の職務執行の状況等を監督しております。また、内部監査において、各部門の
職務執行の状況等を確認し、必要に応じて改善を図っております。

(４) 監査役の職務執行
　監査役会は原則として毎月１回開催し、各監査役の監査実施状況の報告や監査役間の協議等を行
うとともに、取締役会への出席や代表取締役との定期的な会合を持つことにより、監督機能の強化
及び向上を図っております。また、監査役は、会計監査人、内部監査人と定期的に会合し、内部統
制の整備状況等について意見交換を行い、監査の実効性を確保しております。

－ 7 －



株主資本等変動計算書 （2025年９月１日から2026年８月31日まで） （単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
資本準備金 そ　の　他

資本剰余金
資本剰余金
合　　　計

そ　の　他
利益剰余金 利益剰余金

合　　　計繰越利益
剰 余 金

当期首残高 895,936 795,936 1,883,577 2,679,513 894,213 894,213 △272
当期変動額
　新株の発行 44,490 44,490 44,490
　当期純利益 1,065,905 1,065,905
　自己株式の取得 △69
　株主資本以外の
　項目の当期変動額
　（純額）
当期変動額合計 44,490 44,490 － 44,490 1,065,905 1,065,905 △69
当期末残高 940,426 840,426 1,883,577 2,724,004 1,960,119 1,960,119 △341

株主資本
合　　計

評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

その他有価証
券評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 4,469,391 － － 2,344 4,471,736
当期変動額
　新株の発行 88,980 88,980
　当期純利益 1,065,905 1,065,905
　自己株式の取得 △69 △69
　株主資本以外の
　項目の当期変動額
　（純額）

38,748 38,748 △758 37,990

当期変動額合計 1,154,817 38,748 38,748 △758 1,192,808
当期末残高 5,624,209 38,748 38,748 1,586 5,664,544

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１.  重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1)　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法
　　その他有価証券
　　・市場価格のない株式等以外のもの　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）
　　・市場価格のない株式等　　　　　　移動平均法による原価法
②　デリバティブの評価基準及び評価方法
　　デリバティブ　時価法
③　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　仕掛品・・・個別法による原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法）を採用しております。

　貯蔵品・・・先入先出法による原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法）を採用しております。

(2)　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産

　定率法を採用しております。但し、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法
を採用しております。

②　無形固定資産
　定額法を採用しております。

(3)　外貨建の資産及び債務の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお
ります。

(4)　繰延資産の処理方法
　株式交付費

　株式交付費は、支出時に全額費用処理しております。

(5)　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
　従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しておりま
す。

③　役員賞与引当金
　役員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しておりま
す。

(6)　収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務
を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
①　トランスフォーメーション領域

　トランスフォーメーション領域のサービスは、顧客ニーズに対応したABEJA Platformの導入支援と
その周辺サービス等の提供を履行義務としており、仕組みづくり・構築フェーズに位置づけられます。
当該履行義務は契約期間にわたる役務の提供によって充足されるものであるため、当該履行義務が充足
される期間にわたり、収益を認識しております。また、履行義務が一時点で充足される場合には、サー
ビスの提供終了時点において収益を認識しております。
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売掛金 847,208 千円
契約資産 － 千円

短期金銭債権 43,384 千円

関係会社との取引高
営業取引による取引高

売上高 594,925 千円
営業取引以外の取引高 6,100 千円

②　オペレーション領域
　オペレーション領域のサービスは、ABEJA Platformのシステム利用環境や運用保守、AIを活用した
店舗解析のサービス等の提供を履行義務としており、ABEJA Platform上での人とAIの協調による運用
フェーズに位置づけられます。当該履行義務は契約期間にわたる役務の提供によって充足されるもので
あるため、当該履行義務が充足される期間にわたり、収益を認識しております。なお、オペレーション
領域には、運用支援に加え、長期・月額型で提供するAIの導入・活用支援を含んでおります。

２.  会計上の見積りに関する注記

繰延税金資産の回収可能性
(1)　当事業年度の計算書類に計上した金額

　繰延税金資産　　　　　587,228千円

(2)　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
①　算出方法

　将来減算一時差異及び税務上の繰越欠損金に対して、将来の収益力に基づく課税所得の見積りにより
繰延税金資産の回収可能性を判断しております。

②　主要な仮定
　将来の収益力に基づく課税所得の見積りは、将来の事業計画を基礎としており、その主要な仮定は売
上高の予測であり、市場の成長率予測及び受注の見通しを基に判断しております。

③　翌事業年度の計算書類に与える影響
　主要な仮定である売上高の予測について、将来の不確実な事業環境や経済条件の変動等により見直し
が必要となった場合、翌事業年度以降の計算書類において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の
金額に影響を与える可能性があります。

３.  貸借対照表に関する注記
(1)　売掛金及び契約資産の内訳

(2)　関係会社に対する金銭債権、債務

４.  損益計算書に関する注記

５.  株主資本等変動計算書に関する注記
(1)　当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数

　普通株式　10,035,957株
(2)　当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

　普通株式　140株
(3)　当事業年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的とな

る株式の種類及び数
　普通株式　436,200株
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貸借対照表計上額 時価 差額
投資有価証券
　その他有価証券 350,435 350,435 －
デリバティブ取引 24,546 24,546 －

貸借対照表計上額
非上場株式 30,500

６.  金融商品に関する注記
(1)　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
　当社は、事業活動に必要な資金を主に自己資金により調達し、一時的な余資は預金としております。

②　金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である売掛金及び契約資産、未収入金は、顧客の信用リスクに晒されております。
　投資有価証券は、主に事業機会の創出や協業関係の拡大を目的に保有しており、上場株式は市場価格
の変動リスクに、非上場株式は発行体の信用リスク等に晒されております。
　デリバティブ債権は、当社が保有する上場株式の発行会社の株主との間で締結した、当該株主が保有
する同社株式を所定の価格で当社に売り渡すよう請求できる権利に係るものであり、当該株式の株価の
変動リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金、未払金、未払法人税等は、１年以内の支払期日であります。

③　金融商品に係るリスク管理体制
(a)  信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、社内規程等に従い、営業債権について、営業担当者が主要な取引先の状況を定期的にモニ
タリングし、取引先相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸
念の早期把握や軽減を図っております。

(b)  市場リスク（株価の変動リスク）の管理
　当社は、投資有価証券及びデリバティブ債権については、定期的に時価評価を行っております。

(c)  資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社は、管理部門が適時に資金繰り状況を確認するとともに、手許流動性の維持などにより流動性
リスクを管理しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること
により、当該価額が変動することがあります。

(2)　金融商品の時価等に関する事項
　2026年８月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。なお、市場価格のない株式等（貸借対照表計上額30,500千円）は、次表には含めておりません。ま
た、現金は注記を省略し、預金、売掛金、契約資産、未収入金、買掛金、未払金、未払法人税等は短期間
で決済されるため時価が帳簿価額と近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）

（注）市場価格のない株式等は、「その他有価証券」には含まれておりません。当該非上場株式の貸借対照表計
上額は以下のとおりであります。

（単位：千円）
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券 350,435 － － 350,435
デリバティブ債権 － 24,546 － 24,546

合計 350,435 24,546 － 374,982

(3)　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ
ベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当
該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価
の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価で貸借対照表に計上している金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法および時価の算定にかかるインプットの説明
投資有価証券
　上場株式の時価は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、

その時価をレベル１の時価に分類しております。
デリバティブ債権
　デリバティブ債権は二項モデルに基づく評価技法を適用して算定しており、レベル２の時価に分類して

おります。評価モデルで使用している株価および金利等の基礎データは市場で容易に観察可能なもので
あるため、主観性が高いものではありません。

②　時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
　該当事項はありません。
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繰延税金資産
減価償却超過額 12,322 千円
賞与引当金 57,900
役員賞与引当金 9,918
税務上の繰越欠損金 1,024,527
その他 24,538

繰延税金資産小計 1,129,207
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △512,308
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △11,834

評価性引当額小計 △524,143
繰延税金資産合計 605,064
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △17,835
繰延税金負債合計 △17,835
繰延税金資産の純額 587,228

種類 会社等
の名称 所在地 資本金

(百万円)
事業の

内容又は
職業

議決権等
の 所 有
(被所有)

割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(千円) 科目 期末残高

(千円)

その他の
関係会社

S O M P O
L i g h t 
Vo r t e x
株式会社

東 京 都
新 宿 区 18,898 デジタル

関連事業
(被所有)
直接

16.91

業務提携
役員の受入
（１名）

役務の提供
（注） 74,380 売 掛 金 264

その他の
関係会社
の親会社

S O M P O
ホールデ
ィングス
株式会社

東 京 都
新 宿 区 100,045 保険持株

会 社
(被所有)
間接

16.91
業務提携 役務の提供

（注） 520,545 売 掛 金 43,120

種類 会社等
の名称 所在地 資本金

(百万円)
事業の

内容又は
職業

議決権等
の 所 有
(被所有)

割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(千円) 科目 期末残高

(千円)

役員及び
個人主要

株主
岡田陽介 － － 当 社 代 表

取 締 役
(被所有)
直接

13.77
－

ストック・
オプション
権利行使
（注）１

27,000 － －

役　員 外木直樹 － － 当 社 取 締 役
(被所有)
直接

2.87
－

ストック・
オプション
権利行使
（注）１

10,800 － －

役　員 田中邦裕 － －

当 社
取 締 役
さ く ら イ ン
タ ー ネ ッ ト
株 式 会 社
代 表 取 締 役
社 長 最 高 経
営 責 任 者

(被所有)
直接

0.02
－

役務の提供
（注）２ 552,520

－ －
計算資源の
調 達
（注）２

120,298

７.  税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

８.  関連当事者との取引に関する注記
関連当事者との取引
（１）計算書類提出会社の親会社及び法人主要株主等

（注）取引条件については一般顧客の場合と同様に、SOMPO Light Vortex株式会社、SOMPOホールディングス株式会社と
協議のうえ、市場実勢を勘案して決定しております。

（２）役員及び個人主要株主等

（注）１．ストック・オプションの権利確定行使は、権利付与時の契約によります。
２．取締役が第三者（さくらインターネット株式会社）の代表者として行った取引であり、取引条件については一般の

取引先の場合と同様に、さくらインターネット株式会社と協議のうえ、市場実勢を勘案して決定しております。
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エンタープライズプラットフォーム事業
トランスフォーメーション領域 3,285,286
オペレーション領域 1,292,473
顧客との契約から生じる収益 4,577,759
その他の収益 －
外部顧客への売上高 4,577,759

収益構造 提供サービス

トランスフォーメーション領域
フロー型

（都度契約）

顧客ニーズに対応したABEJA Platformの導入支援とその周
辺サービスを提供しており、仕組みづくり・構築フェーズ
に位置づけられます。

オペレーション領域
ストック型

（継続収入）
ABEJA Platform上で人とAIの協調による運用を行う運用フ
ェーズに位置づけられます。

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 463,070

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 847,208

契約負債（期首残高） 173,944

契約負債（期末残高） 25,828

９.  収益認識に関する注記

(1)　顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　当社はエンタープライズプラットフォーム事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益
を分解した情報は以下のとおりです。

（単位：千円）

（注）当社の営むエンタープライズプラットフォーム事業は、ミッションクリティカル業務へのAI導入支援のため、基盤シス
テムとなるABEJA Platformの開発・導入・運用を行っております。主たる領域として以下のとおり分類できます。

(2)　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
①　トランスフォーメーション領域

　トランスフォーメーション領域のサービスは、顧客ニーズに対応したABEJA Platformの導入支援と
その周辺サービス等の提供を履行義務としており、仕組みづくり・構築フェーズに位置づけられます。
当該履行義務は契約期間にわたる役務の提供によって充足されるものであるため、当該履行義務が充足
される期間にわたり、収益を認識しております。また、履行義務が一時点で充足される場合には、サー
ビスの提供終了時点において収益を認識しております。

②　オペレーション領域
　オペレーション領域のサービスは、ABEJA Platformのシステム利用環境や運用保守、AIを活用した
店舗解析のサービス等の提供を履行義務としており、ABEJA Platform上での人とAIの協調による運用
フェーズに位置づけられます。当該履行義務は契約期間にわたる役務の提供によって充足されるもので
あるため、当該履行義務が充足される期間にわたり、収益を認識しております。なお、オペレーション
領域には、運用支援に加え、長期・月額型で提供するAIの導入・活用支援を含んでおります。

(3)　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業
年度末において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期
に関する情報

①　契約資産及び契約負債の残高等
（単位：千円）

　契約負債は、契約期間に応じて収益を認識するオペレーション領域の契約について、顧客から受け取
った１年分又は２年分の前受金に関するもの、トランスフォーメーション領域にて役務提供前に受領し
た前受金であります。契約負債は収益の認識に伴い取り崩されていきます。
　当事業年度に認識された収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、173,650千
円であります。
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②　残存履行義務に配分した取引価格
　当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想さ
れる契約期間が１年以内の契約については注記の対象に含めておりません。未充足（又は一部未充足）
の履行義務は、当事業年度末において、1,988,159千円であります。当該履行義務は、期末後１年以内
に約84％、残りの約16％がその２年以内に収益として認識されると見込んでおります。

10.  １株当たり情報に関する注記
(1)　１株当たり純資産額　　　　   564円27銭
(2)　１株当たり当期純利益　　　   107円23銭

11.  重要な後発事象に関する注記
（取得による企業結合）
　当社は、2026年７月15日開催の取締役会において、株式会社MONO BRAINの全株式を取得し子会社化
すること及び同社を吸収合併することを決議し、2026年９月１日付で株式取得及び合併を実施いたしまし
た。

１．企業結合の概要
（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社MONO BRAIN
事業の内容：AIの開発・運用に関するガバナンス及び品質・コンプライアンス支援

（2）企業結合を行った主な理由
株式会社MONO BRAINを統合し一体的な運営体制を構築することにより、同社が有するAIガバナ
ンス領域のノウハウを取り込み、「ABEJA Platform」におけるガバナンス機能の強化及び顧客企
業への提供価値の最大化を図るためであります。

（3）企業結合日
2026年９月１日

（4）企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得及び当社を存続会社とする吸収合併

（5）結合後企業の名称
株式会社ABEJA

（6）取得した議決権比率
100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得原価　124,000千円（すべて現金）

３．主要な取得関連費用の内容及び金額
重要性が乏しいため、記載を省略しております。

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
現時点では確定しておりません。
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